
尾上 ・別府地域

のみなさん

健康への不安

　尾上町や別府町では、「目や喉の違和感」「咳や

ぜんそく症状の悪化」など、健康への不安の声が

寄せられています。

黒い粉じん被害

　洗濯物や窓ガラス、自動車のボディが黒い粉じ

んで汚れ、「何度掃除してもきれいにならない」

との訴えも少なくありません。

　さらに、家屋の外壁や雨戸、網戸、ベランダの

床などにも粉じんが堆積し、日常的な清掃が必要

な状態となっています。「布団を外に干せない」

といった声も寄せられています。

対策は不十分

神戸製鋼所加古川製鉄所では、防じん幕の設置や

集じん対策が行われています。しかし、これらは

原料の屋外保管を前提とした対症療法にとどまっ

ています。

　実際、防じん幕設置後も降下ばいじんの自主規

制値である「１平方キロメートル当たり月３トン」

を超過したことがあり、十分な効果を上げている

とはいえません。

神戸では実施
　神戸製鋼所の神戸製鉄所では、鉄鉱石や石炭な

どを保管する原料ヤードの屋内化・密閉化が進め

られています。

屋内保管 ・密閉化で対策を　

　日本共産党加古川市議団は、市民の健康と生活

環境を守るため、加古川製鉄所でも原料の屋外保

管を見直し、神戸製鉄所と同様の原料ヤードの屋

内化・密閉化を進めるよう求めています。

　降下ばいじん問題　の解決には、防じん幕など

の対症療法ではなく、発生源そのものを抑える抜

本的な対策が必要です。

　播磨臨海地域道路計画は、住民説明会を終え、現在は環境影響評価（アセスメント）が行われ

ています。国・兵庫県・加古川市は、この道路の目的として「渋滞緩和」「災害時の代替道路」「産

業活性化」「環境への配慮」の 4点を掲げています。

しかし、沿線の稲美町、加古川市、高砂市、姫路市的形地区など 5地域の市民団体は、「財政負担

が大きすぎる」「費用対効果に疑問がある」「生活環境への影響が大きい」「地域の分断につながる」

「住民合意がない」などの理由から、計画の見直し・撤回を求める署名を兵庫県に提出しています。

橋本和彦市議は、とりわけ別府町西脇地区の住民の負託を受け、議会のたびに一般質問を行い、

公聴会でも意見を述べるなど、この計画の問題点を追及してきました。

橋本市議は、国・県・市が掲げる計画推進の理由に対し、次のような疑問を投げかけています。

• 「産業活性化」といっても恩恵を受けるのは臨海部の大企業が中心ではないか。 

• 事業費は当初より膨らみ、5,900 億円から 1兆円規模に達する可能性も指摘されている。今、

本当に必要な事業なのか。 

• 「災害時の代替道路」とされているが、臨海部は埋立地を含む軟弱地盤が多く、大規模災害

時の安全性に不安がある。 

• 「渋滞緩和」が目的とされるが、人口減少や物流改革の進展により、将来的な交通需要は変

化するのではないか。 

• 結果として大企業の搬入・搬出を支える道路になるだけではないか。 

• 長年暮らしてきた住民の土地や生活環境が犠牲にされてよいのか。 

橋本市議は、「住民の暮らしや地域コミュニティを守ることこそ行政の役割だ」と訴え、計画の見

直しを求めています。

住民の声が届かなければ計画はそのまま進められてしまいます。暮らしや地域の将来について考

え、ともに声を上げていきましょう。

「1兆円もの大型道路より、暮らし・福祉・子育て支援を優先すべきではないでしょうか。」
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本当に必要？　播磨臨海地域道路計画

橋本和彦市議が指摘している主な問題点

◯恩恵を受けるのは臨海部の大企業が中心ではないか。

◯事業費は 5,900 億円から 1兆円規模に膨らむ可能性がある。

◯臨海部は軟弱地盤が多く、災害時の安全性に不安がある。

◯人口減少や物流改革で将来の交通需要は変化するのではないか。

◯住民の土地や生活環境が犠牲になるのではないか。

◯姫路港へのアクセス道路として軍事利用されるおそれがある。
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市積立金

橋本和彦

子育て支援２つのゼロ

保育料 ・ 中学校給食費の無償化
待機児をなくし、加西市のように０～２歳の保育料も無料にします。

小学校給食費の無償化を実現しました。今度は中学校給食費も無償化に。

加齢性難聴者の補聴器購入助成

公共交通の充実を

播磨地域臨海道路計画は中止に

認知症予防にもつながる補聴器購入に補助制度を作ります。

かこバス・チョイソコかこがわの全市への拡充を

かこバスは７０歳以上は無料に

神戸製鋼のばいじん対策
石炭、鉄鉱石は屋内に置くように
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小学校体育館への
エアコン設置
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介護保険料の負担軽減
ケア労働者の待遇改善
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粗大ごみの無料化
指定ゴミ袋廃止
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の無料化

イラン攻撃による物価高から暮らしと営業を守る緊急対策を　
医療、 食料、 交通、 物流、 建設など国民生活に欠かせない分野での

調達を確保することを求めます

消費税５％減税　インボイス廃止

Tax the Rich　大企業や富裕層のもうけを賃上げやくらし応援へ

市議会議員

財源はあります

市の予算

９７０.5 億円
（2024 年度
当初予算）

（2024 年度決算）

市積立金

２３３億円
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